






















さらに進展させるために、6 月 5 日に SAL 大学との間
　ごあいさつ
　インダス・プロジェクトも、この 4 月で本研究（FR）
































2009 年 6 月 30 日発行
シャー・アブドゥル・ラティーフ大学との MoU 締結
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3000 ～ 2682 年頃）と呼称され、官僚組織をはじめと
する国家体制の萌芽期であった。それに続く「古王国時




「第１中間期」（前 2191 ～ 2025 年頃）には、中央集
権体制が崩壊し、エジプト各地を地方領主たちが分断支
で MoU（研究協力に関する覚書）を締結いたしました。
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写真 7　エジプト新王国時代ラメセス 2 世の巨像 写真 6　エジプト古王国時代の墓室壁画
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写真 8　ミセス・ファルマーナー 写真 9　エジプト古王国時代の石造墓
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　2008 年 9 月 10 日から 10 月 10 日までの 1 ヶ月と、







































Newsletter for Indus Civilization Studies　Vol.5
　までPandralli村でEWを生産：「播種時期に雨が必要、
　後は放って置く」天水による栽培








　Store：EW の nuccu（ザラメ状に砕いた穀）の 1　
　kg 袋詰めを実見：マカロニ小麦とそれを原料とす　
　shaavige（極細スパゲティ）が目立つ。穀物商街で
　は 2 店のみが EW を販売、「グジャラート州産」と
10/1：タミルナード州セーラム県 Senkaud（シュヴェ
　ロイ山塊西部）：現金収入に繋がらない samba  　　
　goodi（EW）の作付を 10 年程前から減らしコーヒー
　農園での労働へ：「poMgalu は EW の収穫祭だ」と
10/3：セーラム県 Vellimalai（カルライン丘陵）：村の




　穂を実見：5 年程前までは多くの家が EW を作り、「小
　麦料理のすべてに EW を使っていた」と
　2007 年 9 月 30 日に、ニルギリ山中のチンナクンヌー
ル村で EW の小穂を見せてくれた baDaga 族の人々は、
イスラム勢力からの迫害を逃れ、北のマイソール地方か
ら移住して来た人々の末裔と言われています（ニュー








写真 1　タバコの葉を運ぶの農民、マイソール県フンスール近郊 写真 3　EW の uppiTTu（粗挽き固粥）、マイソール県 H.D. コーテ
写真 4　神棚に稲の「穂掛け」、コダグ県クシャールナガル写真 2　beTTada nallikaayi（山スグリ）の蜂蜜漬け、マイソー
　　  　 ル県 H.D. コーテ
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写真 5　タケノコの塩漬け、写真はウッタル・カンナダ県ダルマ 
　　  　 スタラ近郊でのもの
写真 6　maMjeNabe と呼ばれる白いキノコ、コダグ県アーネ  
　　　　チャウクール
写真 7　キノコ、マイソール県 H.D. コーテの定期市（06 年）
写真 8　米俵、ダクシナ・カンナダ県ダルマスタラ近郊（08 年）
写真 9　米俵、ウッタル・カンナダ県 goMDa 族の村バトゥカ
　　　　ル （01 年）
- 188 -


















　その uppiTTu は、パン小麦の rava（粗挽き粉）を
使ったモチモチタイプのものとは、味も食感も異なり別
の料理のようにさえ思われました（写真 3）。使ってい












































写真 10　「グジャラート産」とされる EW のヌッチュ（ザラメ） 写真 11　EW の小穂、トゥンクール県 I.D. ハッリ
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た EW（年間降水量 600 ～ 800㎜）に対して比較的好
適な降水の地域よりも、乾燥するデカン高原中央部によ
り近い中部カルナータカ東半（チットゥラドゥルガ、バッ















た（写真 10）。想定していた北部カルナータカ EW ベ
ルトを遥かに越え、主要栽培地域の問題は、一気に北イ
ンドと西インドに拡散してしまいました。
















































































　この日 EW の小穂を見せてくれた 2 人は、アンドゥ
ラ地方に典型的に見られる支配的カースト reDDi でし
た。 I.D. ハッリはカルナータカにあって、reDDi カー
ストが支配的な村です。この事は栽培分布に関して、ア
ンドゥラ・プラデシュ州がその対象に入り得ることを示
唆しているかも知れません。J.Percival の The Wheat 
Plant(1921) では、旧ハイデラバード州は EW 栽培地
域には入っていないようです。しかし 2007 年の調査
で、タミルナードのダルマプリ市（バンガロールの南
東約 100㎞）のスーパーで見つけた EW の rava の袋詰
めに対し、店員は「アンドゥラ産だ」と返答しました。















図１　07-09 年の調査で把握した EW の栽培分布
写真 12　EW の青い穂とサンプル、トゥンクール県 I.D. ハッリ
写真 13　EW の paayasa（ミルク粥）、バンガロールで友人の
　　　　  奥さんが再現
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　 での EW に関連する実見例
1/26：トゥンクール県 I.D.Halli：buDDa goodhamulu
　（EW）の小さな畑 2 箇所を実見（写真 12）：既に青
　い穂を出しており、半月後に収穫予定
1/27：トゥンクール県 Cikkayalkur（ I.D.Halli の南 5
　㎞）：エンマー畑を実見：5 年ほど前まで、総ての家
　が EW を栽培、現在は 1 軒だけ
1/27：トゥンクール県 I.D.Halli：EW の capaati と儀
　礼食 sajjige の調理工程を実見・実食
1/28：トゥンクール県 CikkadaLLavaTa（I.D.Halli の
　西へ 10km）：青い穂を出した EW 畑（芥子と昆作）
　を実見：女神 cauDeeshvari に捧げ始食する　　　
　neyikaara（職布工）






　Hindupur（I.D.Halli のほぼ東 20㎞）の穀物商 Shree 
　Geetha Store：EW の穀粒と rava（粗挽き粉） を実
　見・購入：穀粒 Rs.40/kg、rava Rs.60/kg、EW　
　はパン小麦の 2 倍近くの値段、穀物商数軒で「jave 
　goodi」でマカロニ小麦を指示する傾向
2/1：アンドゥラ・プラデシュ州アナンタプール県　　
　Kalyanadurga 近 郊：「jave goodi と 雑 穀 korule　















写真 14　女性達による EW の収穫風景、チットゥラドゥルガ県
　　　　  ウェンカタプール
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2/6：バッラーリ県 Kotturu：EW の doose（未発酵の
　クレープ）と shaavige などの調理工程を実見、　
　doose 実食（写真 15）：アンドゥラの Hindupur で
　購入した EW を使用、EW の hiTTu（全粒粉）→　　
　doose（ペーストは時間をおけば発酵）、EW の　　
　maidaa（精白粉）＋胚芽→ shaavige
2/6：バッラーリ県 Kotturu：EW 収穫時 5 人の既婚女
　性を歓待（ビジャプール県）、2/13 にビジャプール
　県 Donuru 村でモロコシ脱穀の際に同儀礼を実見：







2/8：バッラーリ県 Kencatanahalli：道端の EW 畑を















3/7：バッラーリ県 Ballari 市の穀物商 kaalva  　　　
　accayyana aMgaDi：「jave goodi」と注文し「食べ
写真 17　「ジャヴェ・ゴーディ」の注文で出された大麦とそれ   
　　　に混入していた EW、バッラーリ県バッラーリ市
写真 18　デカン高原に分布するヴァーティソルという黒土、ビ
　     　　ジャプール県ドーヌール　
写真 19　EW の capaati と儀礼食 sajjige（ギーと粗糖を使っ
　　　　  た玉菓子）、トゥンクール県 I.D. ハッリ
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　小穂（写真 17）→大麦と EW の混作？、「jave 　　
　goodi」という言葉で地域によって EW、大麦、マカ
　ロニ小麦を指示？









　EW の生産量の減少について、友人の K. スリニワ
サ・レッディは「昔と比べ雨が少ないため、buDDa 
写真 20　穀象虫に塗れた EW の穀粒と小穂、アナンタプール県
　　　　  ヒンドゥープール




































つからず、あきらめ掛けた最後の一店 Shree Geetha 


























































300 ～ 400mm に過ぎない年間降雨量はモンスーン期







































































































【ハラッパー文化：前 2600 年頃～前 1700 年頃】




























文化前期（RGP IIA 期、IIB 期）、ハラッパー文化後期（IIB
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Kathiawar' Studies in History  6(2): 139-161.
・Varma,S. (1991) 'Villages Abandoned: The Case for Mobile 




































































・Herman,C.F. (1997) '’Harappan’ Gujarat: The Archaeology-
Chronology Connection' Paleorient  22(2): 77-112. 
・Possehl,G.L. and C.F.Herman (1990) 'The Sorath 
Harappan: A New Regional Manifestation of the Indus 
Urban Phase' In M.Taddei (ed.) South Asian Archaeology 
1987 , Rome, IsMEO. pp.295-319.
・Possehl,G.L. and D.P.Mehta (1994) 'Excavations at Rojdi 
1992-93' In A.Parpola and P.Koskikallio (eds.) South Asian 
Archaeology 1993 . Helsinki, Suomalainen Tiedeakatemia. 
pp.603-613.
・Sonawane,V.H. and P.Ajithprasad (1994) 'Harappa Culture 
and Gujarat' Man and Environment  19(1-2): 129-139.
・Varma,S. (1990) 'Changing Settlement Patterns in 
- 198 -






























































































　インダスプロジェクト考古学 GIS 班は，2009 年 2





























































・Jenkins, P.C. (1994) ‘Continuity and Change in the 
Ceramic Sequence at Harappa’, in A. Parpola and 
P. Koskikallio (eds.) South Asian Archaeology 1993 . 
Suomalainen Tiedeakatemia, Helsinki. pp.315-328.
・Sharma, Y.D. (1982) ‘Harappan Complex on the Sutlej 
(India)’, in G.L. Possehl (ed.) Harappan Civilization: A Recent 
Perspective . Oxford & IBH、New Delhi. pp.141-165. 
・Quivron, G. (2000) 'The Evolution on the Mature Indus 
Pottery Style in the Light of the Excavations at Nausharo, 
Pakistan' East and West  50(1-4): 147-190.
・上杉彰紀・小茄子川歩（2008）「インダス文明社会の成立と展
開に関する一考察−彩文土器の編年を手掛りとして−」『西アジア
考古学』第 9 号、101-118 頁．
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図１　ファルマーナー遺跡：墓のプラン図（左）と写真測量（右）
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　インダス・プロジェクト発掘調査報告会 2009
　5 月 29 日にインダス・プロジェクト発掘調査報告会





































































　5 月 30・31 日にハーヴァード大学と地球研長田プロ
ジェクト、佐藤プロジェクトとの共催で「第 13 回ハー
ヴァード大学ラウンドテーブル　南アジアと中央アジ
アにおける民族集団の形成（Ethnogenesis of South 
and Central Asia (ESCA)）」が開催された。農耕の拡
散や家畜化、考古学、言語学、遺伝学といった様々な視











































より一層の連携が求められています。        （遠藤　仁）
インダス・プロジェクト　ニュースレター
第５号
            　プロジェクトリーダー　長田　俊樹
            　編集・発行　インダス・プロジェクト
            　発行日　2009 年 6 月 30 日
         〒 603-8047　京都府京都市北区上賀茂本山 457-4
         大学共同利用機関法人　人間文化研究機構
         総合地球環境学研究所














































































































インドは毎年 15 ～ 20 万トンのヒマシ油を輸出してお
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は 9 万トン前後であり、その 80％が輸出されており、





























　今年の 7 月 2-5 日に、長田、大西、カラクワールは、
ウッタラカンド州の東部、ビンサール（Binsar）のカー
リー・エステイト（Khali Estate）で開かれた、‘The 
Himalayan communities, cultures and traditional 
knowledge: the twenty-first century challenges 
































































































































































































　セミナーは次の 3 つのセッションに分かれ、3 日間で
計 20 の、実に多彩な内容の発表があった。最終日の 7
月 5 日は発表がなく、午前中を使っての総括討論となっ
た。
1. Traditional Knowledge, Oral Traditions, Art 
Practices and Life-styles
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Newsletter for Indus Civilization Studies　Vol.6
セミナーの出席者たち
チタイー寺
2. Himalayan Environment — Ecology and 
Economy
3. Communities — Culture, Social Transition and 
Negotiating Modernity
　 私 は ‘Documenting the Oral Culture of Bengal’
という題の発表を最初のセッションで、またカラク
ワールさんと長田さんはそれぞれ ‘Rice Rituals and 
Agricultural Rites in Central Himalayas’, ‘Rice 
Rituals among Mundas of Jharkhand’ という題の発
表を、2 つ目のセッションで行った。長田さんは初日、




































































































































9 月 3 日（八木）：カトマンドゥからネパールガンジへ










　8:35 頃　搭乗待機室に Yeti Airline のバスが来て、
Call ア リ。BAeJetstream は Twinotter よ り 大 き め。
30 名近く乗れる。満員。

































9 月 4 日（岡村）：ネパールガンジからスルケットへ
　7:00　朝食（Mr.K.C. を除き American Breakfast）。





























て（2nd floor に八木、松岡、岡村、1st floor に山田
氏入室）。八木さん空港まで登場予定のヘリの状況を偵
察。ヘリ会社は何の連絡も受けていないとのこと。スル




















明日 6:30 朝食、7:00 空港へスタート予定。ウインチ
台座の木材打ち合わせ。請安息把。
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だというマレーシア製のフィットがビッツ（ヴィッツ？）


























































































9 月 7 日（前杢）：スルケットからララ湖へ 
　昨晩から降っていた雨がやんだと思って安心して寝て
いたら、4:00 頃から断続的に強い雨が降り始める。一
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寺村が、コアリング装置を組み立てに出発。
























































































































　今日は 2 本のコアがとれた。rara09-2 は 5.5m ぐら
い。rara09-3 は 6m ぐらい。
　12:30　昼食。13:30 まで休憩。
　13:30　コアをばらし、端に封をした。





























　11:00　3490ma.s.l. で 2 度目の休けい。この標高
より少し低いところから Abies spectabilis が出現を
始める。ただし、南側斜面の急峻は斜面では Quercus 
semecarpifolia が優位。北側斜面に A. spectabilis の
りっぱな林が広がる。Betula utilis も混生。ここまで来































9 月 12 日（八木）：ララ湖　湖底地形測量














































現地住民を診療する Dr. マヤ 鏡のようなララ湖
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の Medical Post に来るそうだが、手当を丁寧にやって
いる。女の子がかわいそうで見ていられない。松岡さん
が 3rd stage の火傷と言い、日本では 3 度という。同
じだとのたまう。
　15:00　八木・前杢帰キャンプ。湖東側のバンクは





































































































9 月 16 日 （前杢）：ララ湖　撤収準備
　6:30　Bed Tea。晴。6:00 の気温 9.5℃。
























































































































































































Shorea robusta (Sal) forest
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　2009 年 11 月 1 日にグジャラート州ヴァドーダラー
に所在するマハーラジャ・サヤジラーオ大学（Maharaja 












（Gujrarat State Department of Archaeology）と共





Bhuj Round Table 2010
Gujarat Harappans and Rural Chalcolithic Cultures
28th January
Inaugural
Chairperson: Prof. M.K. Dhavalikar, Former Director, 
Deccan College, Pune.
Chief guest: Prof. Kanti Gor, Former Vice Chancellor, Pt. 
Shyam Krishna Verma Kachchh University, Bhuj
Toshiki Osada: Introduction of Indus Project 
First Session　Chairperson: M. Tosi
D.P. Agrawal
　The Harappan Studies: Points to Ponder
M.G. Thakkar
　Neotectonic Evolution and Quaternary Episodes in 
Kachchh
M.K. Dhavalikar
　Harappan Enterprise in Western India: new facets of an 
old Civilization 
Rajesh Sashidharan
　Distribution of Harappan and Regional Bronze Age folks 
in Gujarat
Second Session　Chairperson: D.P. Agrawal
R.S. Bisht and Y.S. Rawat
　The Harappans in Kachchh: In Retrospect and Prospects
J.S. Kharakwal, Y.S. Rawat and Toshiki Osada
　Kanmer Excavation 
Endo Hitoshi
　Mature Harappan Lithic Assemblage at Farmana and 
Kanmer
Charu Smita
　Lithic industry of Bagasara, Gujarat
29th January
First Session　Chairperson: M.K. Dhavalikar
Pankaj Goyal and P.P. Joglekar
　Animal Utilization Patterns at Kanmer, Gujarat
Anil Pokharia  
　Plant macro-remains from the Harappan settlement at 
Kanmer: A preliminary contemplation
M.D. Kajale
　Palaeoethnobotany of Harappan sites in Western India 
with Special Reference to Gujarat: Visiting old problems 
with fresh approaches
Ambika Patel
　Harappan Copper Artifacts from Bagasara, Gujarat: 
Cataloguing and Conservation
Second Session　Chairperson: Asko Parpola
V.H. Sonawane
　Anarta Culture: A regional Chalcolithic Tradition of North 
　Gujarat 
Prabodh Shivalkar
　Padri and Anarta Culture: A Rethinking
V.S. Shinde
　Harappan Culture in Saurashtra, Gujarat : A Regional 
　Manifestation
Third session　Chairperson V.S. Shinde
K. Krishnan
　Micaceous Red Ware 
Ajithprasad P
　The Pre-Prabhas Pottery and the Early Chalcolithic














       プロジェクトリーダー　長田　俊樹
       編集・発行　インダス・プロジェクト
       発行日　2010 年 1 月 25 日
       〒 603-8047　京都府京都市北区上賀茂本山 457-4
       大学共同利用機関法人　人間文化研究機構
       総合地球環境学研究所
       URL: http://www.chikyu.ac.jp/indus/index.html
Katie E. Lindstrom 
　Building Up from our Foundations:  An Integrative and 
　Comparative Approach to Ceramic Classification and 
Analysis as 　Applied to Gola Dhoro (Bagasra), a Craft 
Manufacturing Locus 　of the Indus Civilization
Fourth Session　Chairperson: V.H. Sonawane
K.K. Bhan
　Review of Prehistoric Pottery from Gujarat
Akinori Usuegi
　Ceramic styles in the pre-/Early Harappan period in 
India and Pakistan: a comparative study.
Randall Law
　Harappan rock and mineral acquisition and use 
patterns in Gujarat
30th January
First Session　Chairperson: Toshiki Osada 
P.P. Joglekar and Pankaj Goyal 
　Animal Diversity at Harappan Sites in Gujarat
Takao Uno and Hirofumi Teramura
　3D Images of Seals and seal impressions from Kanmer
Gregg M Jamison
　Harappan Seals in Gujarat: A Comparative Analysis
Asko Parpola
Crocodile in the Indus Civilization and later South Asian 
tradition
Vivek Dangi and Manmohan Kumar
　Pre-Harappans(so called Hakra Culture) of Upper 
Ghaggar 
　Basin
Second Session　Chairperson :Y.S. Rawat
Dennys Frenez and Maurizio Tosi
　The “Lothal Revisitation Project”. A Multidisciplinary 
Research 　Program designed to reconsider the South-
easternmost Hub of 　the Indus Civilization on the 
Arabian Sea.
Kuldeep K. Bhan




　Archaeological Explorations in South Rajasthan
K.P. Singh
　Water Management at Kanmer
Third Session　
General discussion on Pottery
　K. K. Bhan, V.S. Shinde, Ajithprasad, P., Y.S. 
Rawat
31th January
Excursion  to Dholavira
（遠藤　仁）
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